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１【提出理由】

平成26年６月27日開催の当社第67期定時株主総会において、決議事項が決議されましたので、金融商品取引法第24

条の５第４項および企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２の規定に基づき、本報告書を提出す

るものであります。

 

２【報告内容】
(1) 株主総会が開催された年月日

平成26年６月27日

　

(2) 決議事項の内容

第１号議案 剰余金の処分の件

　　　　　 イ 株主に対する剰余金の配当に関する事項およびその総額

　　　　　　　１株につき金５円 総額 92,956,865円

　　　　　 ロ 効力発生日

　　　　　　　平成26年６月30日

第２号議案 利益準備金の額の減少の件

　　　　　 イ 減少する利益準備金の額

　　　　　　　利益準備金の全額にあたる 410,223,375円

　　　　　 ロ 増加する剰余金の項目およびその額

　　　　　　　繰越利益剰余金 　　　　　410,223,375円

　　　　　 ハ 効力発生日

　　　　　　　平成26年８月９日

第３号議案 取締役９名選任の件

取締役として、尾崎光行、佐竹隆司、酒井保太郎、杉浦英助、石塚洋、小山栄樹、北川正樹、神田浩

徳および成戸應之を選任する。

第４号議案 監査役１名選任の件

監査役として、納谷全一郎を選任する。

第５号議案 退任取締役および退任監査役に対する退職慰労金贈呈ならびに役員退職慰労金制度廃止に伴う打ち切

り支給の件

　

(3) 当該決議事項に対する賛成、反対および棄権の意思の表示に係る議決権の数、当該決議事項が可決されるための

要件並びに当該決議の結果
 

決議事項
賛成数
(個)

反対数
(個)

棄権数
(個)

賛成率
（％）

決議の結果

第１号議案
剰余金の処分の件

25,335 117 0 92.63 可決

第２号議案
利益準備金の額の減少の件

25,271 181 0 92.40 可決

第３号議案
取締役９名選任の件

     

　　尾　崎　光　行 24,593 859 0 89.92 可決

　　佐　竹　隆　司 24,694 758 0 90.29 可決

　　酒　井　保太郎 24,694 758 0 90.29 可決

　　杉　浦　英　助 24,694 758 0 90.29 可決

　　石　塚　　洋　 24,692 760 0 90.28 可決

　　小　山　栄　樹　 24,770 682 0 90.57 可決

　　北　川　正　樹 25,108 344 0 91.80 可決

　　神　田　浩　徳　 25,108 344 0 91.80 可決

　　成　戸　應　之 24,438 1,014 0 89.35 可決

第４号議案
監査役１名選任の件

     

　　納　谷　全一郎 25,327 125 0 92.61 可決

第５号議案
退任取締役および退任監査役に対する退職慰労金
贈呈ならびに役員退職慰労金制度廃止に伴う打ち
切り支給の件

24,142 1,310 0 88.27 可決
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(注) １．第１号議案、第２号議案および第５号議案が可決されるための要件は、出席した株主の議決権を行使するこ

とができる株主の議決権の過半数の賛成であります。

２．第３号議案および第４号議案が可決されるための要件は、議決権を行使することができる株主の議決権の３

分の１以上を有する株主の出席および出席した当該株主の議決権の過半数の賛成であります。

　

(4) 議決権の数に株主総会に出席した株主の議決権の数の一部を加算しなかった理由

本定時総会前日までの議決権行使分および当日出席の一部の株主から各議案の賛否に関して確認できた議決権を

集計したことにより、全ての議案は可決要件を満たし、会社法上適法に決議が成立したことが明らかであるため、

本定時株主総会当日出席株主のうち、賛成、反対および棄権の確認ができていない議決権の数は加算しておりませ

ん。
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